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スポーツ科学のあり方
富
山
県
は
、
平
成
六
年
度
に
全
国
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会
、
平
成
+
ニ
年
に
は

国
民
体
育
大
会
の
開
催
が
予
定
さ
れ
、
す

で
に
施
設
整
備
、
交
通
網
の
改
善
や
宿
泊

施
設
等
の
拡
充
、
具
体
的
大
会
運
営
等
の

準
備
が
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
開
催

県
と
し
て
の
選
手
強
化
、
競
技
力
向
上
が
、

県
体
協
、
高
体
連
、
中
体
連
等
の
競
技
団

体
を
中
心
に
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

今
日
の
ス
ポ
ー
ツ
科
学
は
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
契
機
に
急
速
な
進
歩
を
遂
げ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
貴
重
な
情
報
が
必
ず

し
も
迅
速
か
つ
正
確
に
、
し
か
も
適
切
に

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
に
提
供
さ
れ
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
場
で
生
か
さ
れ
て
い
る
と
は
限

ら
な
い
。
そ
ニ
で
、
富
山
県
で
は
医
科
学

研
究
者
(
医
学
、
生
理
学
、
バ
イ
オ
メ
カ
ニ

ツ
ク
ス
、
心
理
学
、
栄
養
学
等
)
と
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
指
導
者
と
が
積
極
的
に
意
見
交
換

し
、
選
手
個
々
の
特
性
に
応
じ
た
適
切
な

指
導
を
実
施
す
る
た
め
、
平
成
三
年
に
「
科

学
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
推
進
委
員
会
」
、
平
成

四
年
に
、
そ
の
具
体
的
実
行
委
員
会
と
し

て
「
科
学
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
推
進
専
門
委

員
会
」
を
発
足
さ
せ
た
。

専
門
委
員
会
で

は
バ
医
科
学
研
究
者
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指

導
者
の
専
門
家
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
編
成
し
、
県
内
優
秀
チ
l
ム
(
選

手
)
合
計
約
六
十
名
に
つ
い
て
定
期
的
に

医
科
学
的
測
定
や
診
断
を
行
な
い
、
選
手

の
特
性
に
応
じ
た
具
体
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

方
法
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

諸
検
査
に
基
づ
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ラ
ン

(刀一

ωコ
)
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
実
施
(
0
品、

評
価
・
反
省
(
印
0
4

の
一
連
の
サ
ー
キ
ッ

ト
を
確
立
し
、
よ
り
理
想
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
法
を
追
求
し
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
科
学
技
術
の
進
歩

は
、
よ
り
少
な
い
努
力
で
よ
り
大
き
な
成

果
を
期
待
す
る
だ
け
で
な
く
、
選
手
個
人

が
持
つ
潜
在
能
力
を
能
率
的
、
効
果
的
に

顕
在
化
す
る
の
に
役
立
っ
て
い
る
。
現
在

の
ス
ポ
ー
ツ
科
学
は
一
部
エ
リ
ー
ト
の
た

め
の
み
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ス
ポ

ー
ツ
科
学
の
理
論
と
試
行
錯
誤
に
実
証
さ

れ
た
事
実
は
大
衆
の
た
め
に
還
元
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ア
メ
リ
カ
の
有
名
な

心
理
学
者
の
実
験
に
よ
る
と
、
選
ば
れ
た

エ
リ
ー
ト
集
団
の
中
か
ら
約
七
%
ド
ロ
ッ

プ
ア
ウ
ト
す
る
者
が
で
る
。
こ
れ
ら
の
者

を
除
い
た
と
し
て
も
、
ま
た
新
た
に
約
七

%
の
者
が
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
し
て
い
く
。

こ
れ
を
繰
り
返
し
て
い
く
と
、
つ
い
に
エ

リ
ー
ト
集
団
は
崩
壊
す
る
。
ニ
の
実
験
の

教
訓
は
、
エ
リ
ー
ト
は
大
衆
の
存
在
が
あ

っ
て
の
み
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

富
山
県
下
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
が
目
先

の
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
の
み
に
大
衆
を
忘
れ

た
エ
リ
ー
ト
養
成
に
粉
骨
砕
身
す
る
な
ら

ば
、
当
然
大
衆
か
ら
見
放
さ
れ
た
大
会
運

営
が
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
県
民
の
、

県
民
に
よ
る
、
県
民
の
た
め
の
大
会
に
な

る
よ
う
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

E

、

科学的トレーニング
推進専門委員会委員長

山地啓司

全

富山商業高校
軟式野球部

「北日本新聞社提供」

最
後
の
打
者
の
パ
ッ
ト
が
空
を
切

り
、
白
球
が
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
ミ
ッ
ト

に
吸
い
込
ま
れ
る
。
そ
の
瞬
間
ス
タ

ン
ド
か
ら
大
喚
声
が
沸
き
起
草
」
り
、

選
手
た
ち
が
弾
け
る
よ
う
に
マ
ウ
ン

ド
へ
駆
け
寄

っ
て
い
く
l
。

八
月
三
十
日
、
兵
庫
県
の
明
石
公

園
球
場
で
第
三
十
八
回
全
国
高
校
軟
式
野
球
選
手
権
大
会
の

決
勝
が
行
わ
れ
、
富
山
商
業
が
兵
庫
代
表
の
神
戸
弘
段
を
八

対
二
で
下
し
、
出
場
二
十
三
回
目
に
し
て
見
事
悲
願
の
初
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

「全
国
大
会
で
は
、
楽
し
み
な
が
ら
や
ろ
う
、
で
も
何
と
か

一
回
だ
け
は
勝
ち
た
い
ね
と
選
手
と
話
し
て
い
た
ん
で
す
が

ま
さ
か
優
勝
で
き
る
と
は
。
本
当
に
い
い
思
い
を
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
」
と
就
任

一
年
目
の
石
黒
監
督
。
ち
ょ
う
ど
決

勝
の
日
が
二
十
七
歳
の
誕
生
目
だ

っ
た
そ
う
で
、
ま
さ
に
最

高
の
パ
ー
ス
デ

l
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

県
大
会
か
ら
打
線
が
爆
発
し
、
快
進
撃
で
臨
ん
だ
決
勝
戦
。

緊
張
か
ら
か
、
失
策
が
ら
み
で
先
制
を
許
し
た
も
の
の
、
「
こ

れ
で
か
え
っ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
ね
」
と
い
う
監
督
の
言

葉
ど
お
り
、
そ
の
後
、
次
第
に
ぺ

l
ス
を
つ
か
み
、
投
手
の

踏
ん
張
り
と
打
線
の
援
護
で
劇
的
な
逆
転
勝
ち
を
収
め
ま
し

た
。
六
試
合
を
ひ
と
り
で
投
げ
ぬ
い
た
松
井
主
将
の

「
僕
を

は
じ
め
、
だ
れ

一
人
優
勝
す
る
な
ん
て
思

つ
て
な
か

っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
」
と
い
う
言
葉
や
、
田
畑
捕
手
の
「
富
山
に

戻
っ
て
き
て
、
周
り
の
人
に
祝
福
さ
れ
て
や
っ
と
、
あ
あ
優

勝
し
た
ん
だ
な
あ
と
実
感
が
わ
き
ま
し
た
」
と
い
う
感
想
が
、

勝
ち
負
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
い
い
試
合
を
や
ろ
う
と
大
会
に
臨

ん
だ
選
手
全
員
の
気
持
ち
を
代
表
し
て
い
ま
す
。

「
と
に
か
く
み
ん
な
野
球
が
好
き
で
好
き
で
た
ま
ら
な
い
と

い
う
子
ば
か
り
。
体
力
や
体
格
的
な
こ
と
で
、
硬
式
よ
り
軟

式
で
野
球
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
子
が
集
ま

っ
て
で
き
た
チ

ー
ム
な
ん
で
す
よ
」
毎
日
の
練
習
の
ほ
か
に
も
、
家
で
思
い

思
い
に
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
素
振
り
、
野
球
理
論
の
勉
強
な

ど
や
る
そ
う
で
、
野
球
に
対
す
る
ひ
た
む
き
な
思
い
は
ど
こ

に
も
負
け
ま
せ
ん
。
こ
の
優
勝
で
、
十
月
末
の
東
四
国
国
体

へ
の
出
場
も
決
定
。
新
た
な
目
標
に
向
け
て
走
り
出
し
た
部

員
の
そ
ば
で
深
紅
の
優
勝
旗
が
微
笑
ん
で
い
ま
し
た
。



富山から「自然賛歌」のメッセージを発信/そして未来へあの感動を再び、
ジャパンワイルドライフフェスティパル'93~こと‘も地球学校~・開催

八
月
十
九
日
(
木
)
l
二
十
二
日
(
日
)
の
四
日
間
に
わ
た

って、

自
然
の
驚
異
や
素
晴
ら
し
き
を
テ
l
マ
と
し
た
ア
ジ
ア
で
初
め
て

の
フ
ィ
ル
ム

・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
ジ
ャ
パ
ン
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
幻
j

こ
ど
も
地
球
学
校
l
」
が
開
催
さ
れ
、
会
場

の
県
民
公
園
太
閤
山
ラ
ン
ド
に
は
、
約
三
万
八
千
人
が
訪
れ
ま
し

た。
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
メ
イ
ン
行
事
で
あ
る
世
界
野
生
生
物
映

画
祭
に
は
、
大
賞
に
選
ば
れ
た
「
ル
ビ
!
タ
ウ
ン
の
幽
霊
た
ち
」

(
イ
ギ
リ
ス
)
を
は
じ
め
、
世
界
三
十
か
国
か
ら
二
百
九
十
二
本
も

の
素
晴
ら
し
い
作
品
が
集
ま
り
、
映
画
祭
と
し
て
高
い
評
価
を
受

け
ま
し
た
。

ま
た
、
期
間
中
は
、
環
境
問
題
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
親

子
で
楽
し
み
な
が
ら
自
然
を
学
べ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
多

彩
な
催
し
物
が
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

最
終
日
の
閉
会
式
で
は
、
関
係
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ

ら
が
集
う
な
か
、
「
自
然
賛
歌
」
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
高
ら
か
に
誕

い
あ
げ
ら
れ
、
訪
れ
た
人
々
は
、
改
め
て
自
然
の
大
切
さ
を
噛
み

し
め
て
い
ま
し
た
。
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JET記念フェスタ

八
月
二
十
八
日
、
快
晴
の
下
、

J
E
T
記
念
ブ
ェ
ス
タ
が
県
民

公
園
太
閤
山
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、
残
り
少
な
い
夏
休
み
を
楽
し

む
五
万
二
千
人
の
子
供
た
ち
ゃ
家
族
連
れ
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
エ
キ
ス
ポ
と
や
ま
博
の

一
周
年
を
記
念
し
て
、
当
時

ひ
ら

の
熱
気
と
感
動
を
再
現
し
、
未
来
を
拓
く
新
し
い
創
造
と
交
流
の

契
機
と
す
る
た
め
に
、
県
と
例
富
山
県
未
来
財
団
の
主
催
で
行
わ

れ
た
も
の
で
、
い
き
い
き
広
場
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
を
メ
イ
ン
に
、

三
部
構
成
の
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

第

一
部
の
子
供
た
ち
が
主
役
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
小
杉
子
供
み

こ
し
や
創
作
舞
踏
の
ほ
か
、
人
気
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
セ
ー

ラ
ー
ム

l
ン
も
登
場
。
子
供
た
ち
か
ら
ひ
と
き
わ
大
き
な
歓
声
が

沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。
第
二
部
で
は
、
八
乙
女
風
神
太
鼓
な
ど
県

内
の
和
太
鼓
に
よ
る
迫
力
あ
る
競
演
を
披
露
。
第
三
部
で
は
、

一

周
年
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、

J
E
T
の
テ
l
マ
ソ
ン
グ

い
の

ち

う
た

「生
命
の
詩
」
の
合
唱
の
後
、

主
催
者
を
代
表
し
中
沖
知
事
が
挨

拶
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
繰
り
広
げ
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
昨
夏
の

感
動
が
よ
み
が
え
る
中
、
沖
縄
音
楽
を
べ

l
ス
に
し
た
リ
ン
ケ
ン

バ
ン
ド
の
演
奏
で
会
場
内
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
。
最
後
は
花
火
が

鮮
や
か
に
夜
空
を
彩
り
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
展
望
塔
前
で
は
秋
篠
宮
殿
下
か
ら
ご
揮
ご
う
い
た

だ
い
た
「
生
命
」
を
記
し
た
記
念
碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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世紀と傘まjJのー

ンボル施設が
一部オープン

司
当

万
人
収
容
の

E
E
親
し
み
の
あ
る
競
技
場

観
客
席
は
、
約
三
万
人
を
収
容
で
き
ま
す
。
ま
た
固
定
ス

タ
ン
ド
の
前
面
に
芝
生
席
(
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
タ
ン
ド
)
を
設

け
た
二
段
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
家
族
連
れ
で
も
楽
し
め

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
西
側
の
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
か

ら
は
、
雄
大
な
立
山
連
峰
が
望
め
ま
す
。

富山県は、現在、「健康・スポーツ県Jr花と緑の県Jr科学・文化県」の3つ

の日本一に挑戦しています。

富山県総合運動公園は、この3つの日本一のシンボル施設として、昭和

62年度に着工以来、平成12年の完成に向けて、富山市の新保地区などで急ピ

ッチlニ建設が進められてきました O

総面積46ヘクタール、総事業費が約300億円の当公園は、スポーツ・レク

リエーションの一大拠点にふさわしく、体力と技術力の向上がテーマの「ス

ポーツゾーン」、やすらぎとコミュニケーションがテーマの「リラックスゾ

ーン」、 日々の健康保持がテーマの「ヘルシーゾーン」の3つのエリアで構

成されています。

このうち、 「スポーツゾーン」内の陸上競技場、補助競技場、芝生スポー

ツ広場がこのたびしゅん工し、 10月1日から、供用を開始しました。

ホ科学技術を盛り込んだいろいろな施設や、豊かな花と緑のなかで、気軽に

スポーツを楽しんでみたいか。そんな願いが、夢が、一歩ずつ現実に近づい

てきています。

-Mラ
ッ
ク
は
日
本
初
の

E
E
g
コース

国
際
競
技
の
流
れ
を
先
取
り
し
、
日
本
で
初
め
て
、

全
天
候
型
舗
装
一
周
囲

O
O
m
の
九
コ
ー
ス
ト
ラ
ッ

ク
を
採
用
し
ま
し
た
。
三
段
跳
び
、
走
り
幅
跳
び
の
助

走
路
は
四
コ

l
ス
。
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
も
広
く
、
サ

ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
多
彩
な
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
全
周
に
わ
た
っ
て
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
を

設
け
る
な
ど
、
競
技
す
る
う
え
で
も
、
運
営
・
管
理

面
か
ら
も
使
い
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
六
年
夏
の
全
国
高
校
総
体

や
平
成
十
二
年
の
第
五
十
五
回
国

民
体
育
大
会
の
メ
イ
ン
会
場
と
な

る
陸
上
競
技
場
は
、
面
積
約
三
・
七

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
面
積
を
持
つ
第
一

種
公
認
陸
上
競
技
場
と
し
て
、
競

技
者
と
観
客
が
一

体
感
の
も
て
る

ス
ポ
ー
ツ
空
間
を
形
成
し
て
い
ま

す
。
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
、
ま

た
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
会
場
と
し
て

利
用
で
き
ま
す
。
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司
胡

線
を
生
か
し
た

宮
晶

や
わ
ら
か
な
シ
ル
エ
ッ
ト

公
園
全
体
と
の
調
和
を
保
つ
た
め
、
柔
ら
か
な
曲
線
・
曲

面
を
生
か
し
た
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
周

囲
を
壁
で
閉
ざ
さ
な
い
骨
組
み
の
構
造
美
は
、
軽
快
感
を

創
出
し
て
い

ま
す
。

zaタ
ン
ド
下
も

SFM
有
効
に
利
用

パ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
、
南
側
サ
イ
ド

ス
タ
ン
ド

の
下
に
は
、
三

O
O
m
-

三
コ
ー
ス
の
日
本
一
長
い
室
内
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
走
路
を
設
置
。
雨
や

雪
の

日
に
も
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

場
を
提
供
し
ま
す
。

5 



噌
必

体
障
害
者
に
も

円
三
孟tu

優
し
い
競
技
場

か
ら
だ
の
不
自
由
な
人
で

も
楽
し
く
利
用
で
き
る
よ
う
、

各
ス
タ
ン
ド
や
フ

ィ
ー
ル
ド

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
配
慮
さ

れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
プ
口
サ

ッ
カ
ー
「
J
リ
l
グ
」
が
大

人
気
。
見
る
者
に
熱
気
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま

す
。
県
で
は
、
こ
う
し
た
サ

ッ
カ

ー
競
技
を
は

じ
め
、
各
種
大
型

イ
ベ
ン
ト
が
開
催

で
き
る
よ
う
に
夜

間
照
明
施
設
に
つ

い
て
、
平
成
六
年

の
高
校
総
体
開
催

ま
で
の
完
成
を
め

ざ
し
て
今
後
整
備

を
進
め
て
行
く
予

定
に
し
て
い
ま
す
。

陸上競按場行事日程

10月2日比)-3日日) 第30回富山県高校新人陸上競技大会

第1回環日本海インターハイ陸上競技親善交流大会

第17田富山県ジ‘ユニアオリンピック

第2回富山県高校学年別陸上競技卜2年生大会

10月24日(日)

11月3日制

補
助
競
技
場
と
芝
生
ス
ボ

l
ヴ
広
場

陸
上
競
技
場
に
隣
接
す
る
補
助
競
技
場
は
、
約
二
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
面
積
を
持
つ
第
三
種
公
認
陸
上
競
技
場
。
走
路
が
全
天
候
型
補
装
、

四
O
O
mト
ラ
ッ
ク
の
七
コ
ー
ス
(
直
線
部
八
コ
ー
ス
)
で
、
イ
ン

フ
ィ
ー
ル
ド
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
も
楽
し
め
ま
す
。

芝
生
ス
ポ
ー
ツ
広
場
は
、
さ
わ
や
か
な
緑
の
な
か
、
ご
家
族
で
の

ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
~
そ
し
て
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
に
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、

高
校
総
体
で
は
、
投
て
き
競
技
の
会
場
と
な
り
ま
す
。

h
F
 

芝
生
ス
ポ
ー
ツ
広
場

〈特集〉
富山県総合運動公園一部開圏

d

司
補
助
競
技
場

ス
ポ

11? 
ン

A富山県総合運動公園完成見取 り図

6 

舎
後
計
画
し
マ
い
V
3主
要
施
設

リ
ラ
ッ
ク
ス
ゾ
ー
ン
に
は
・
.. 

ス
ー
パ
ー
ド
ー
ム
で
は
、
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
に
さ
ま
ざ
ま

な
ス
ポ
ー
ツ
や
イ
ベ
ン
ト
活
動
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
花
や
植
物
を
鑑
賞
し
た
り
、
学
習
す
る
場
と
な
る
フ

ラ
ワ
ー
ド
ー
ム
や
、
落
ち
着
い
て
く
つ
ろ
げ
る
の
び
の
び
広
場

が
つ
く
ら
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
池
で
は
、
水
の
王
国
と

や
ま
を
象
徴
す
る
「
水
柱
」
と
、
霊
気
楼
、
雲
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
「
水
煙
」
が
噴
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ヘ
ル
シ
ー
ソ
ー
ン
に
は
・

•• 

二
面
の
軟
式
野
球
場
と
へ
ル
シ

ー
セ
ン
タ
ー
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。

へ
ル
シ
|
セ
ン
タ
ー
は
室
内
型
の

軽
ス
ポ
ー
ツ
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
の
場
で
、

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
を
駆
使
し
た
ハ
イ
テ
ク
ス
ポ

ー
ツ
体
験
や
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
情
報
を
提
供
し

て
く
れ
ま
す
。

7 

富
山
ら
し
さ
を
演
出
す
る
園
地
の

修
景
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
・
.. 

。
こ
の
よ
う
に
富
山
県
総
合
運
動
公
園
は
、
「
二

十
一
世
紀
と
や
ま
」
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
周

辺
の
県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
、
テ
ク
ノ
ホ
ー
ル
、

空
港
ス
ポ
ー
ツ
緑
地
、
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク

な
ど
と
一
体
と
な
っ
て
、
A

フ
後
誰
も
が
い
つ

で
も
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
快
適
な

都
市
空
間
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

樹
木
を
扉
風
状
に
植
林
し
て
岳
、敷
彬
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
「
緑
の
浮
島
」
や
、
水
車
や
風
車
な

ど
の
風
物
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
便
益
施
設
等
の
整

備
を
進
め
ま
す
。



TOPICS 

植物公園

形成を

く 富山県中央植物園開園 〉
平成元年度から整備が進められている中央植物園では、

平成8年春に予定されている全面オープンに先駆け、 10月
l日には、管理研修棟、約400台収容の駐車場と屋外展示園

が開園しましたo 日本の植物ゾーンと世界の植物ゾーンに

大きく分けられた面積24.2ヘクタールに及ぶ圏内には、約

700種、B万本の植物のほか、池やせせらぎなどが配置され

ています。今後はさらに、展示温室や多目的ホールの整備

を進め、国内外の野生植物など約5.000種類を収集し、植物

に関する調査、研究や講習会、観察会などの普及活動を行

う日本海側初の総合的な植物園を目指していきます。

屋外展示圏

ネットワークの

めざして
鹿圏

一進む富山県植物公圏構想-

本
州
随
一
の
自
然
植
生
度
を
誇
り
、
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る

富
山
県
。
現
在
、
県
民
総
ぐ
る
み
で
う
る
お
い
に
満
ち
た
「
日
本
一
の

花
と
緑
の
県
」
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ン
ボ
ル
施
設
と
し

て
、
富
山
県
で
は
、
「
中
央
植
物
園
」
を
中
心
に
、
優
れ
た
植
生
地
や
公

園
、
緑
地
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
特
色
を
持
っ
た
「
専
門
植
物
園
」
を
県
内
各

地
に
配
置
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る
「
富
山
県
植
物
公
圏
構
想
」
の

推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
総
合
的
な
植
物
公
園
の
形
成
を
め
ざ
す
こ
の

全
国
的
に
も
大
変
ユ
ニ
ー
ク
な
構
想
の
も
と
、
県
内
で
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
た
い
く
つ
か
の
施
設
が
、
こ
の

た
び
開
園
を
迎
え
ま
し
た
。

畳圏

-・・・・・・... '~ 軍=士.ヨ広 三司 ・ =1= ・ E ヨ 圃
・・・・・・・r ~判 ・・九 可. r-ごlI c今ョ S τ=1・・

開閉開
EEEヨ・

富山県中央植物園開園記念行事
植物園の開園と、財)花と緑の銀行の設立20周年を記念し、さまざまな

イベントを行います-;，(*のついた行事は財花と緑の銀行との共催)

マ
ル
ハ
ハ
ギ

行事 名 日 時

-植物画講習会 10/8(封、 16は) 10:00~16:00 

-植 物 画 展 10/ 8働~20Þ~ 10:00~16:00 

-親子オリエンテーリング 10/8住) 13:00~15:00 

*親子押し花教室 10/8也、10日)13:30~16:00 
*パ フ 展 10/16(土)、17(日) 1O :00~16:00 

*野 草 錦 葉 展 10/16也、17(日) 1O :00~16:00 

-園 内 力、 イ ド 10月17日までの土日、休日

8 

南北に長い日本列島には環境に応じて様々

な植物が見られます。圏内の南半分には、

日本の代表的な森林であるシイ・力シの森、

クリ・コナラの森、ミズナラ・ブナの森とそこに生育する

植物を展示します。

圏内の北半分には世界の珍しい植物や美し

い花の咲く植物、染料や繊維の材料となる

植物、香りを楽しむ植物など人間の生活に

かかわりの深い植物を展示します。また、植物の宝庫とい

われる中国雲南省からは日本の植物と類縁関係の深い植物

を導入し、展示します。

専門植物園
県と市町村が協力して整備を進めている専門植物

園については、今年6月、頼成の森に水生植物園

開園したのをはじめ、 10月8日には国内外の有

木などを集めた林業試験場樹木園と立山町に

生する山野草を展示した立山町吉峰山野草園

開園します。

林業試験場に隣接した13.7ヘクタールのE
陵地に約350種類・23.000本の樹木などが植

えられています。圏内には、木の実の林、

マツボックリの林、紅葉の林、常緑樹の林などがあり、国

路を歩きながら樹木の特徴などが学べます。

樹木園に隣接した1.3ヘクタールの敷地内

では、立山町の山野に自生するエビネ、サ

ルメンエビネ、ササユリ、オミナエシなど

四季折々、200種類あまりの山野草が観察できます。

多種多様な植物の美しさ、うるおいを楽しむ場として、

また植物について学び、植物と人間とのかかわりあいを見

つめ直す場としてどうぞご利用ください。

林業試験場樹木園

立山町吉峰山野草園

9 

問い合わせ

干939-27 婦負郡婦中町上轡田42
fi0764-66由 4187間富山県中央植物園

干930-13 中新川郡立山町吉峰3
fi0764-83-2259間林業普及センター内

〒930-13 中新川郡立山町吉峰

宮 0764-83-3952 展示八ウス吉峰内

富山県中央植物園



21地価李動手権移!(住宅地!・商業地)
適正な地価の形成を目的として、県下311地点(宅地300地点、林地11地点)の基準地 を選び、 7月

1日時点の土地価格を調査したものです。この土地価格は、その土地 について自 由な取引が行われ

た場合に通常成立すると認め られる 価格で、売り手にも買い手にも片寄らないものです。

今回の地価調査結果では、住宅地、 商 業地 をはじめ、すべての用途で昨年の上昇率を下回っています。

なお、 地価調査の詳しい内容については、各市町村の土地対策担当窓口で閲覧できます。

10 

F
「

υ

‘
ハH
U

一↓1 .宅地及び宅地見込地 (単位 |平方メートル当たり :円/ 変 動 率 は 前 年 比 :%) 

所在地及び地番 価格 霊E主
56 57 58 59 60 61 62 63 3 4 5 

67，000 0.3(0) 

47，000 

12，100 

上平村富 山 市 牛島本町卜卜38 400，000 

黒崎字高木割 168-1外 380，000 -24.0 

水橋市田袋卜 1 33，200 0 

田中町字道化割61-17外 73，000 ー14

岩瀬赤田町 12-4 36，0003.4 

上野新町 134外 52，800 -4.0 

上赤江町 卜8-2 71，500 3.6 

上飯野字 水窪37-2外 134，000 0 

.工業地

岩瀬古志町2-2外 17，000 -1.2 

.市街化調整区域内の宅地

秋ヶ 島227外 74，500 -4.5 

城村新田J66 24，200 3.0 

水橋小路2-1 17，500 1.2 

古志町5-1 03 26，300 1 .5 

ノス田J4000-2タ十 18，600 0.5 

願海寺字舘木74卜3外 29，300 0 
杉谷420 13，500 
自国園田・ 一 一 ー 高岡市

.準工業地

井田字石坂4218-1外 36，100 0 
婦 中 町

.住宅地

笹倉490-1 34，000 2. 1 

袋字宿免348-44 29，600 5.7 

介田258-3 43，700 2.8 

.宅地見込地

田島871ー 15，800 0.6 

.商業地

速星585 122，000 

.市街化調整区域内の宅地

砂子田44-2 44，700 
田園圃幽・園田盟国盟-醐 山 田 村

.商業地

中央町2-37

.準工業地

今石動因J1-4-35 

※三 日曽根 13-8
作道2141-3外

本江字足洗2288-1

。商業地

立町3-8

中央町卜 14

.準工業地

新片岡J5-44外

。工業地

.住宅地

細島字下巡 1011ー|

新屋字地開津546-1

皆葎字萩平364-1外

.住宅 地

※舟橋南 町6-20 283，000 0 (0) 

鹿島 町 ト7-16 230，000 -6.1 

西大泉 11ー7 154，000 -3.1 

布瀬町2-12-14 91，000 -5.4 

大町字下回割48-10外 120，000 0 

二口町字山倉割304ー 140，000-23.1 

田中町字井割3-1 64，500 3.2 

大町3-14 100，000 -2.9 

西長 江3-3-40 85，000 -3.4 

大泉 東 町2ーか 10 178，000 -2.2 

中川原字中野島割213-16 67，0005.2 

本郷町字椎木割2-24 87，400 0 

※秋吉字大曲割卜 107 79，700 C8:T) 
荒川字橋台割27-27 70，000 ー

藤の木園町 144 55，600 6.9 

大島2-430-4 48，900 5.2 

※奥田寿町小 13 212，000 C=u ) 
金 泉 寺450-1 2 45，000 -6.3 

四 ツ葉町2ト44 74，500 0 

中島3-8-52 71，7001.0 

※新庄町字馬場73-5 59，300 CU) 
松若田丁 13-9 59，000 

※米田すずかけ台2-9-10 57，000 c8:j) 
花園町3-2-5 190，000 -1.6 

栄町 ト ト 15 136，000 -1 .4 

田畑字西沼78-1 7 41 ，800 1 .0 

水橋辻ヶ堂字山田割12卜9外 46，500 0 

布瀬町字砂田割233-1 120，000 -1 2 . 4 

四方荒屋宇江代害~2039-45 40，000 0 
五線学深田 1357-24外 93，000 -7.9 

呉羽町字磁の木6748-1外 49，000 0 

呉羽町字猪谷7354-5外 84，000 1.0 

赤田703-2 64，700 -0.5 

五福字善尋 1093-1外 120，000 1 .7 

五福字御用地5149-3外 84，500 -0.6 

奥 田町9-24 210，000 -4.5 

大泉字中野坪害IJ292-1外 99，000 0 

上堀南町48 74，000 5.7 

窪本 町 15-18 85，000 

有沢70-1外 40，000 

新金 代 子 105 62，000 

豊 島 町5-30 63，000 

森 住 町 1320-23 48，000 

上赤江田了|ー 15-1 6 60，000 
赤田 158-7 82，400 

水橋 孤塚20-1 3 42，800 

.宅地見込地

米田 町 卜370一l外 24，000 

赤田745 36，500 1.4 

五鰻字桜谷 1823外 34，000 2.7 

.商業地

中央通 り1-6-6 1，930，000 -12.7 

総曲輪 1-6-1 1，300，000 -3.7 

西町7-2 1，160，000 -12.1 

牛島新 町8-10 570，000 0 

※泉町トト3 360，000 C=:O:O) 
栄町2-7-10 257，000 -19.9 

五番町卜25 300，000 -25.0 

荒町5-5 1，500，000 -16.2 

安野屋2-6-9 330，000 -19.5 

※千石町6-3-7 345，000 C=~38Y 
小泉町字五百刈割91-2 285，000 -13.6 

五福字永代割3392-3 310，000 -10.1 

石金3ート6 140，000 -2.8 

西団地方字久内割20卜6 414，000 -10.0 

新富町2-4-25 1，300，000 -12.2 

宝町ト4-17 1，250，000 -36.9 

大泉字蓑田割 1525-8外 210，000-1 1 .0 

※桜町2-1-8 2，300，000 C= ~13Y 
掛尾町325外 471，000 -9.9 
東町2-4-15 290，000 -14.7 

黒瀬字円子割24ト 300，000-25.0 

.準工業地

123，000 
9，100 0 

7，750 0 

8，500 
利賀村

89，000 0 

大沢野町137，000 
67，00。 .住宅地

長附823-12 37，000 

下大久保字+一番割2219-49 33，000 1.2 

笹津467 31，500 1.0 

上大久保417-27 33，500 

. 商業地

高内216-4 93，000 1.1 

.準工業地

下大久保字十番割2423-8 61，500 4.8 

-ーーーーーーーーーーーー一 大 山 町

.住宅地

利賀字上島 176-1

坂上145-2

上百瀬 186

33，000 6，100 

6，000 

5.200 
庄川町

奈呉の江 12-2 16，200 0 

.市街化調整区域内の宅地

殿村476ー|外 28，200 0 
離齢鰍繍総務S鰍鰍斡弾鴻被縦一 魚津市 青島字松川除前3658-12 28，000 

青島字下川原21-2外 23，000 

金屋字了安 1315-1 17，000 
.商業地

金屋字畑直2680-6外 60，500 0 

.準工業地

金屋字中屋敷1894-3 21，200 

一一一一一一一ー一 井 波 町

.住宅地

本江字黍野 1700-3外

上村木 1-4-3

吉島308-1

金浦町 1-33

経田 中町7-31

三田533

4砂商業地

釈迦堂卜 12ー 18

.準工業地

97，500 1 .0 

127，000 1.6 

54，300 0.9 
116，000 -4.9 

60，000 

48，000 

.住宅地

中瀬字前反圃2703

中村字谷 口1156外
湯字IJ、浜1]705

.住宅地

三室荒屋字諏訪木割876-9

上 滝 字 陳 林割 155-6

中滝字作鼻割288-5外

津羽見246

.商業地

中滝字清水田割313-6

2，950 0 

3，650 0 

3，750 

細入村

43，000 

29，000 0.7 

26，0000.8 

32，000 。住宅地

中川上町8-16

蓮花寺327-1外

井口本江字中坪500-20

大 野277-6

※泉町 10-40

宮田町6-19

あわ ら町 16-10

宝町 10-18

石瀬172-4

京町6-15

能 町南卜23

博労困J5-2

中田字木村4378-1

伏木古府 1-2-43

伏木古府3-4-45

戸出町3-ト62

戸出回丁5-8-5

※江尻字村前 100-28

向里子町字村中 1084-13

里子ヰサ 1426-14

上北島33.4

姫野字小円坊30卜 3外
内免3-9-6

三女子22-2

守護町|ー|卜 11

.宅地見込地

石瀬548

.商業地

末広町2-4 1 ，350，000 -4.9 

日百手口問J3-3-18 153，000 

自主艮悶J40タト 164，000 

伏木古国府3-8 105，000 
戸出町2-7-15 80，500 
下麻生字星回 1290-5外 43，000 0.5 

※清水町2-2-18 171，000 0(-0.6) 

東下関ト23 239，000 0.4 

片原町字御小人155ー10 290，000 
4砂準工業地

六家字畑田 1209-1 78，000 0 

本郷2-2-5 160，000 -3.0 

荻布字前向31卜 l外 90，600 0.4 

.工業地

戸出栄町55-9 27，000 0.7 

.市街化調整区域内の宅地

太田581-1 18，500 1.1 

五十里西町49 34，900 0 

中f呆238-13 40，200 

長江222-2 43，300 

※戸出春日 597外 28，600 0 

ニ塚 663 3|，500 

一一一一一一一一一一一一 新湊市

.住宅地

猪谷字一枚田547-1

総原字西上島3235-9外

笹津字前回364-3
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4砂住宅地

山下88

北川字犬薮348-27

井波字木崎野 1950-59

.商業地

本国T卜 44

.準工業地

井j皮字犬薮700外

19，700 0 

11，300 0 

21.000 
IJ、キ~ær

330，000 -8.3 
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63，000 0 
舟橋村

171，000 8.9 

氷見市

2-9-21 .住宅地

仏生寺44-2 .住宅地

手崎字石太郎 1005-6外

戸破字加茂 1887-4

南太閤山 15一11
※三 ヶ2509ー|外

三 ヶ2548-10

.商業地

19，500 3.7 

上市町.住宅地

朝 日丘2-26

柳田674-2外

島尾字浦2117-1

栄町 15ー 17

鞍川字向田2438-1外
.商業地

本町 13-6

4砂準工業士也

幸町5-7

103，000 -6.4 42，000 0.5 

43，800 0.7 

55，500 0 
51，400 1.8(0) 

55，000 
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横法音寺字長田46-1外

大坪字上長2-4

若杉新2-6

.商業地 a 

三田市字西門前3--19

.準工業地

上経田4ー70

22，000 
井口村

9，600 0 

5，320 0 
4.100 

福野町
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内正 宮後205

蛇喰153-1外
川上中850-180，000 -2.4 三ヶ字中吉原3313-9 64，000 -2.3 

.準工業地

手崎字前回 180 54，000 0 
.市街化調整区域内の宅地

稲積559-1 6，300 0 
大門町

.住宅地

二口字馬渡り 775-3 50，500 0 

二口字米山2260-29 45，600 0.9 

土合 1315-16 52，000 

.宅地見込地

二口字轟 1210-1 17，800 

.商業地

大門新字中町38-1 63，500 0 

.市街化調整区域内の宅地

本田字宮田 167-4 3，500 0 
鰍灘窓会繍糊欄松崎明離欄欄慨織榊畑 下 村

4修市街化調整区域内の宅地

白石66 16，500 0 
一-一一一一一一一一一一一 大島町

.住宅地

小島727-2外 56，000 2.6 

赤井字水落 12-3 52，000 2.6 

小島 1168-1 48，600 2. 1 

.商業地

小島651 103，000 

.市街化調整区域内の宅地

今開発617外 32，000 
園田園田園盟国園田盟岨阻盟副 城 端 町

.住宅地

野田字村中島 1001-2 39，300 

字西新田町365 63，300 

字南東島飛地2615-1 5 21 ，500 

.商業地

字西上町487一 121，000 0 

.準工業地

字堀島 1309 24，700 

153，000 0 

.住宅地

字大畑島 1128-3外

松原字道教島 1267-3外

二日島字中島480外
.商業地

字上町 1535-3

.準工業地

苗島字五番島4750-2

33，000 0 

立山町133，000 0 

滑川市
78，300 

53，500 

43，400 
.住宅地

五百石字東中割30-6外

榎字東蟹沢4-11

前沢字大門2748-8

.商業地

五百石字西瀬先害IJ107-1外

.準工業地

前沢字焼田2405-1外

.住宅地

辰野字向林割97-33

上小泉字北村815甲外

高月町390-3外

田中華斤田J90-9

菰原39-25

.商業地

下小泉町 13-10

.準工業地

柳原字東割68-2外

43，000 -9.5 

30，000 -1 1 .8 

45，000 -10.0 

34，000 1.5 

32，8000.9 

36，000 -5.3 

54，000 0 

38，500 

106，000 0 

60，000 
福光町

115，000 -5.0 

.住宅地

字西町 1549

字高土居963-14 

荒木 1088-7

字川原 1266-14

.商業地

字本町6774ー|外

36，000 

宇奈月町95，000 -4.0 n
u
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.住宅地

下立字紙田 1025-1外

愛本新 1100

字大坊2215-1

.商業地

字桃原38-32

38，000 8.6 
黒部市
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40，000 0 
。住宅地

荻生字新堂6675-3 58，000 1.8 

生地芦区 124-3 34，200 1.2 

岡田一13外 34，000 0 

三日市字寺町3859-3外 70，000 1 .0 

沓掛627 42，000 
.商業地

三日市字三島 1047-2外 120，000 0.8 

.準工業地

三日市字金屋2372-1 70，000 0 
EE盟-里吉一一 砺波市

184，000 
福岡町275，000 -4.5 

入 善 町 .住宅地

福岡新742

福岡新314

下蓑新55-2外

.商業地

下蓑新413

.準工業地

福岡新 183-1外

.住宅地
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入膳字高登3101-6 69，900 0.4 

桐 山 字 広 見4567-9 50，500 

入膳字下踊場6-4外 74，100 

.商業地

入膳字北町5432-3 141，000 

.準工業地

桐山字上堂4210-3外 55，000 
・・・・・・盟国.. 感-瞳 朝日田T

.住宅地

道 下 字 高 野299 42，600 0 

西町22 49，300 1.0 

泊字上三平848-5 47，400 0 

4砂商業地

;白字 中金菅 304乙 115，000 -10.2 

. 準 工 業 地

平柳字島崎895-2外 45，000 

E ・E ・-ー圃E ・E . 八尾田T

.住宅地

大字八尾町字十三石278-1 23， 100 0 . 4 

井田516-3 24，0001.3 

福島字天の平76-13 25，500 0 
.商業地

大字八尾町字東町2208-1 70，000 ー1.4

89，500 0 

60，500 
.住宅地

本田J8-6

平和町3-67

平成田J2-14

一番町2-40

三郎丸 11ー 16

.商業地

表町3-3

.準工業地

豊町6-38
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価格 霊草茎
850，000 4.7 

373，000 0.8 

185，000 0 

77，000 0 

355，000 0 

397，000 0 

151 ，000 0.7 

250，000 0 

420，000 0 

46，000 0 
325，000 0 

所在地及び地番

魚、;幸市大字大;毎寺野村字有ヶ平44-3

氷見市字 j皮字安居44

立山町芦峠寺字長尾6

上甫町伊折字赤谷 11-3

朝日町山崎字蛇谷8

小杉町入会地字板谷23

平村夏焼字下開地47

城端町石田字小山2-2

高岡市五十里字後谷6

大山町亀谷字向山割3-1

八尾町小長谷字堀切 118ー|

236，000 0 

70，500 1.6 

小矢部市
織淳急主主ぷ孟滋泌以ふぷ込2 平 村

.住宅地

ノス平日田丁 |ー10

埴生字北反畝1387-10

清水字古村島2990-4

西町7-20

泉町4-19

.住宅地

上梨字家平583ー 17，300 -2.3 

下梨字馬駈場2315外 9，200 0 

東中江字西平569外 6，300 
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帯
、
ょ
う
除
、
2
ウ
く
ん
と
マ
ミ
ち
ゃ
ん

νっ
し
ょ
に

au々
ん
だ
よ
。

こ
う
え
ん
に
行
っ
た
ん
だ
。

よねり

坂
を
ぐ
る
ん
ぐ
3
ん
と
こ
ろ
が
っ
た
出

お
V
か
け
っ
こ
を
し
た
り
、

と
マ
ち
楽
し
か
っ
た
よ
。

aた
ら
し
い
ν
友
だ
ち
也
V
つ
隠

νマ
書
、
た
ん
だ
。

こ
ん
ど
め
日
ょ
う
日

2
8訳
者

sa

Autumn 
diary 

oyama pln u 



争〆

品川
与"，.，.，.

払---

県
定
公
園
は
、
県
内
の
優
れ
た
風
景
地
な
ど
を
県

立
自
然
公
園
に
準
す
る
地
域
と
し
て
県
が
指
定
し
た

も
の
で
、
現
在
、
十
こ
か
所
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
、
昨
年
三
月
に
指
定

を
受
け
た
稲
葉
山
・
宮
島
峡
県
定
公
園
を
レ
ポ
ー
ト

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

高
橋

亜
希
(
ミ
ス
万
葉
)

4

司
富
島
峡
一
の
滝

稲
葉
山

・
宮
島
峡
県
定
公
園
は
、

牧
場
の
あ
る
山
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
る
稲
葉
山
や
、
子
撫
川
の
渓
流
が

見
事
な
宮
島
峡
の
周
辺

一
帯
の
自
然

公
園
で
、
伝
説
の
里
、
渓
流
の
里
と

い
わ
れ
、
そ
し
て
な
に
よ
り
も
豊
か

な
自
然
が
見
事
な
景
勝
地
で
す
。

私
は
、
宮
島
峡
の
宮
島
神
社
か
ら

子
撫
川
ダ
ム
へ
、
そ
し
て
稲
葉
山
を

巡
る
林
道

コ
l
ス
の

ド
ラ
イ
ブ

を
楽
し
ん

で
み
ま
し

た

〆水
が
三
段
に
な

っ
て
流
れ
落
ち
る
一

さ
ら
に
上
に
は
竜
が
棲
ん
で
い
る
と
伝
え
ら
れ
る
竜

宮
淵
と
三
の
滝
が
あ
り
ま
す
。
う
っ
そ
う
と
し
た
樹

林
に
固
ま
れ
て
い
る
竜
宮
淵
に
は
、

言
い
伝
え
が
多

く
、
岩
の
上
に
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
む
人
魚
の
像
が
、

不
思
議
な
雰
囲
気
を
か
も
し
出
し
て
い
ま
す
。
じ
っ

と
眺
め
て
い
る
う
ち
に
、
人
魚
の
想
い
が
伝
わ

っ
て

く
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

の
滝
が
あ
り、

& 
稲葉山

N⑮ 

四
季
、
川
彩
"
が

映
え

}
湖
畔

林
道
を
通
り
抜
け
る
と
、
突
然
、

視
界

一
面
に
美
し
い
風
景
が
現
れ
ま

す
。
緑
豊
か
な
山
々
、
そ
の
四
季
折

々
の
自
然
美
を
映
し
出
す
湖
、
そ
し

て
、
そ
の
自
然
美
と

一
体
を
な
し
て

い
る
子
撫
川
ダ
ム
で
す
。
こ
の
ダ
ム

は
、
地
盤
に
適
し
た
岩
石
を
積
み
あ

げ
た
ロ

ッ
ク
フ
ィ
ル
タ
ム
と
い
う
型

式
を
と

っ
て
い
ま
す
。
高
さ
四
十
五

m
、
長
さ
二
百
二
十
四

m
も
あ
り
、
洪

h
F
子
撫
川
ダ
ム

宮女7
島神Z
峡~)

棲す

14 

小
矢
部
川
の
支
流
、

子
撫
川
が
流
れ
る
宮
島
峡
は
、

木
々
の
緑
と
澄
み
き

っ
た
渓
流
が
織
り
な
す
美
し
さ

の
中
に
数
々
の
伝
説
が
秘
め
ら
れ
、
そ
し
て
、
い
た

る
と
こ
ろ
で
世
界
の
女
神
像
が
訪
れ
る
人
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

私
が
ま
ず
訪
れ
た
の
は
宮
島
神
社
。
こ
の
拝
殿
に

は
数
個
の
巨
石
が
あ
り
、
そ
の
中

か
ら
岩
を
抱
く
よ
う
に
生
え
て
い

い
わ

E
eの
け
や

e

る
の
が
岩
抱
棒
で
す
。
長

い
年
月

と
自
然
が
造
り
だ
し
た
雄
々
し
い

姿
は
見
応
、
之
が
あ
り
、

一
見
の
価

値
が
あ
る
こ
と
う
け
あ
い

で
す
。

渓
流
沿
い
の
山
道
を
上
流
に
向

か
っ
て
行
く
と
、

や
が
て
県
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る

一

の
滝
の
水
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

階
段
上
の
岩
の
上
を
川
幅
い

っ
ぱ
い

に
水
が
流
れ
落
ち
る
様
子
は
壮
観
で
、

「
小
ナ
イ
ア
ガ
ラ
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
こ
と
が
う
な
ず
け
ま
し
た
。
こ
の

こ
ん
べ
き

一
の
滝
に
あ
る
の
が
紺
碧
の
像
で
す
。

そ
し
て
五
百
メ
ー
ト
ル
上
流
に
は'" 

水
調
節
に
よ
り
下
流
地
域
を
水
害
か
ら
守
る
と
と
も
に
、

か
ん
が
い
用
水
な
ど
へ
補
給
を
行
い
、
さ
ら
に
小
矢

部
市
な
ど
四
市
町
村
に
生
活
用
水
を
供
給
す
る
役
目

を
担

っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
宮
島
峡
の
渓
流

や
滝
を
美
し
く
し
て
い
る
源
と
言
っ

て
よ
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
茶
褐
色
の
岩
盤
が
景
色
に
柔
ら
か
く
と
け

込
ん
で
い
る
ダ
ム
の
周
辺
に
は
公
園
が
あ
り
、
そ
こ

で
湖
を
見
守
る
女
神
が
「
湖
畔
の
像
」
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
紅
葉
の
季
節
、
こ
の
公
園
か

ら
臨
む
風
景
が
さ
な
が
ら
絵
画
の
よ
う
な

趣
に
変
わ
る
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
し

た
。

で
草
を
喰
む
姿
を
披
露
し
て
く
れ
ま
す
。

一
面
の
牧
草
地
か
ら
は
、
砺
波
平
野
の
散
居
村
の

み
な
ら
ず
、
晴
れ
た
日
に
は
富
山
湾
や
立
山
連
峰
そ

し
て
石
川
県
内
の
眺
望
ま
で
満
喫
で
き
る
と
い
う
県

下
で
も
有
数
な
景
勝
地
と
言
え
ま
す
。
最
近
で
は
、

砺
波
平
野
の
夜
景
を
楽
し
む
若
い

人
た
ち
の
格
好
の

ド
ラ
イ
ブ
コ

l
ス
に
な

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

散
居
村

y
夜
景
が

一
望
7
4
7
}
稲
葉
山

宮
島
峡
を
見
お
ろ
す
よ
う
に
そ
び
え
る

の
は
標
高
三
百
四
十
七

m
の
稲
葉
山
で
す
。

こ
こ
に
は
牧
場
が
あ
り
、
今
日
は
あ
い
に

く
の
天
気
で
牛
舎
に
身
を
隠
し
て

い
た
牛

た
ち
も
、
普
段
は
の
ど
か
な
日
差
し
の
中
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永
遠
の
像

こ
の
稲
葉
山

・
宮
島
峡
県
定
公
園
に
は
、
こ
こ
で

紹
介
し
た
以
外
に
も
多
く
の
見
ど
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
楽
し
み
た
い
方
は
キ
ャ
ン
プ
場
な

ど
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
宮
島
緑
の
村
へ
、

芸

術
の
秋
を
満
喫
し
た
い
方
は
三
渓
の
像
や
永
遠
の
像
、

生
誕
の
像
な
ど
世
界
の
著
名
な
女
神
を
モ
デ
ル
に
し

た
十
二
体
の
彫
刻
探
し
を
、
食
欲
の
秋
を
待
ち
こ
が

れ
る
方
に
は
・
・
・
・・
・・
:
け

こ
こ
で
自
分
に
あ
っ
た
コ

l
ス
を
自
由
に
選
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。



ろ

く

じ

こ

六
治
古
に
別
れ
を
告
げ

「
り
う
」
は
湖
に
帰
っ
て
い
っ
た

演
劇
グ
ル
ー
プ
「
六
治
古
サ
ー
ク
ル
」

日本料理は包丁が命

純日本鋼本焼包丁製作

「
昨
年
の
公
演
が
大
変
好
評
だ
っ
た
の
で
、

新
た
に
演
劇
サ
ー
ク
ル
を
つ
く
っ
て
再
演
す

る
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
」
と
語
る
の
は
「
六

治
古
サ
ー
ク
ル
」
の
委
員
長
喜
内
豊
作
さ
ん
。

昨
年
、
町
制
五
十
周
年
を
記
念
し
て
上
演

さ
れ
た
民
話
劇
「
六
治
古
」
は
、
婦
中
町

に

残
る
「
走
影

の
池
」
伝
説
を
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル

風
に
脚
色
し
た
も
の
で
、
六
治
古
に
助
け
て

も
ら
っ
た
竜
神
様
の
使
い
が
「
り
う
」
と
い

う
娘
と
な
っ
て
現
れ
、
恩
返
し
を
し

て
去

っ

て
い
く
と

い
う
物
語
で
あ
る
。

包
丁
は
料
理
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
道
具
で
あ
る
。

板
前
さ
ん
が
使
う
高
級
な
包
丁
を
作

っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
る
と

い
う
の
で
訪
ね
て
み
た
。

「
本
焼
包
丁
の
長
所
は
切
れ
味
が
良
く
、
長
時
間
そ

れ
が
持
続
す
る
と
こ
ろ
で
す
ね
」
と
語
る
の
は
、
親

子
二
代
に
わ
た
り
業
務
用
の
包
丁
を
製
作
し
て
い
る

花
木
さ
ん
。

こ
こ
で
主
に
作
ら
れ
て
い
る
の
は
「
本

焼
」
と
呼
ば
れ
る
純
銅
製
の
包
丁
で
あ
る
。

こ
れ
を

作
っ
て
い
る
所
は
全
国
で
も
数
少
な
い
と
い
う
。

「
日
本
刀
を
作
る
の
と
ほ
ぼ
同
じ
工
程
で
作
る
ん
で

す
よ
」
ま
ず
、
熱
し
た
棒
状
の
鋼
を
叩
き
延
ば
し
て

原
型
を
作
る
。
次
に
も
う
一
度
炉
で
焼
い
て
水
に
つ

け
る
と
、
ジ
ュ

ー
ッ
と
い
う
音
と
と
も
に
水
煙
が
上

が
り、

鋼
が
硬
く
な
る
。
最
後
に
き
れ
い
に
研
ぎ
上

げ
て
完
成
す
る
。

「
料
理
す
る
場
所
や
内
容
に

よ
っ
て
使
う
包
丁
は
違
っ
て
く

る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
形
や
長

こ
の
十
一
月
に
は
古
里
、
鵜
坂

の
両
小
学
校
な
ど

で
再
演
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
今
回
は
劇
の
中

に
コ
ー
ラ
ス
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
昨
年
と
は
ひ
と

味
違

っ
た
内
容
に

し
よ
う
と
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
稽

古
や
打
ち
合
せ
を
続
け
て
い
る
そ
う
だ
。

「
こ
の
話
に
ま
つ
わ
る
も
の
が
た
く
さ
ん
残
っ

て

い
る
ん
で
す
よ
」
ゆ
か
り
の
地
の
古
里
地
区
に

は
、六

治
古
の
名
の
あ
る
家
系
図
や
、
舞
台
と
な
っ

た
池
を

描
い
た
絵
図
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
る
。
サ
ー
ク

ル
の

皆
さ
ん
は
こ
の
地
を
実
際
に
探
訪
し
て
こ
の
伝
説
の

奥
深
さ
を
実
感
し
だ
と
い
う
。

「演
劇
を
通
し
て
、
民
話
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
て

い
き
た
い
で
す
ね
」
メ

ン
バ

ー
の
皆
さ
ん
の
熱
意
で
、

こ
の
サ
ー
ク
ル
の
公
演
は
き

っ
と
町
の
代
表
的
な
イ

ベ
ン
ト
の
一
つ
と
な
り
、
多
く
の
人
た
ち
を
魅
了
す

る
こ
と
だ
ろ
う
。

さ
の
も
の
を
作
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
U

多
く
の
種

類
の
包
丁
が
、
一
本
一
本
す
べ
て
手
作
業
で
丹
念
に

仕
上
げ
ら
れ
て
い
く
。
こ
う
し
た
こ
と
も
料
理
人
の

間
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
理
由
な
の
だ
ろ
う
。

「
本
焼
包
丁
は
日
本
の
伝
統
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
こ

の
製
作
法
を
守
っ
て
い
か
な
く
て
は
ね
」
と
語
る
花

木
さ
ん
。

こ
こ
で
作
ら
れ
た
本
焼
包
丁
は
こ
れ
か
ら

も
多
く
の
板
前
さ
ん
を
支
え
て
い

く
に
違
い
な
い
。

安田城跡

呉
羽
丘
陵
の
東
、
県
道
富
山
l
小
杉
線

を
走
る
と
井
田
川
の
す
ぐ
横
に
四
角
に
囲

っ
た
大
き
な
土
手
が
見
え
る
。
そ
こ
が
安

田
城
跡
だ
。

‘鋼を叩き延ばす

‘，
 製

品
の
ご
く
一
部

が影面の代

る

時

れ
国

ば

戦
ω
偲

る
ル

す
プ

望
ツ

展
カ

‘勺4
u
 

館料
A
資

A資料館

子

豊

臣

政

権

に

敵

対

し

柑
た
富
山
城
主
佐
々
成
政

情
は
天
正
十
三
年
(
一
五

腸
八
六
年
)
、
秀
吉
に
攻
め

企

ら
れ
て
敗
れ
た
。
安
田

城
は
、
そ
の
「
越
中
攻

め
」
の
時
の
前
線
基
地

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
戦
国
末
期
の
平
城
の

形
態
を
示
し
た
全
国
的
に
も
貴
重
な
城
跡
で
、
昭
和

五
十
六
年
に
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
復

元
が
進
め
ら
れ
、
今
年
五
月
に
、
史
跡
公
園
と
し
て

オ
ー
プ
ン
し
た
。
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水
堀
と
土
塁
に
固
ま
れ
た
城
跡
部
介
の
「
歴
史
の

広
場
」
は
、
本
丸
、
二
の
丸
、
右
郭
の
三
つ
の
郭
か

ら
な
る
。
右
郭
に
あ
る
野
外
模
型
に
は
越
中
攻
め
の

位
置
関
係
が
描
か
れ
、

本
丸
に
は
、
当
時
の
土
塁
の

展
示
室
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
広
場
で
は
、
こ
の
秋

「
月
見
の
宴
」
が
催
さ
れ
る
そ
う
だ
。

隣
接
す
る
資
料
館
で
は
、
発
掘
調
査
概
要
や
出
土

品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
安
田
城
の
歴
史
や
佐

々
成
政
の
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
た
ビ
デ
オ
が
八
十
イ

ン
チ
の
大
画
面
で
放
映
さ
れ
、
こ
の
時
代
の
富
山
の

姿
を
『
分
か
り
ゃ
す
く
学
ぶ

-}と
が
で
き
る
。

本
丸
の
土
塁
の
上
か
ら
、
富
山
市
街
地
を
眺
め
る

と
、
戦
い
の
様
子
が
目
に
浮
か
ん
で
く
る
よ
う
だ
。

ち
ょ
っ
と
寄
り
道
し
て
、
歴
史
を
肌
で
感
じ
て
み
る

に
は
も
っ
て
こ
い
の
場
所
で
あ
る
。



全
国
-国
同
校
総
体
を
成
功
さ
せ
よ
う
3

「

圃・・・・・・・・・・

ノ、
v平7

• 

」

式典の準備

総
合
開
会
式
を
、
高
校
生
の
ス
ポ
ー

ツ
の
祭

典
に
ふ

さ
わ
し
く
、
明
る
く
、
た
く
ま
し
く
、

は
つ
ら
つ

と
し
た
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
内
容
と
し
、

富
山
県
の
特
色
を
十
分
生
か
し
た
演
出
と
す
る

た
め
、
吹
奏
楽
、
合
唱
、
マ
ー
チ
ン
グ
、

マ
ス

ゲ
ー
ム
、
放
送
等
の
練
習
が
県
下
で
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

栃木県大会
視察調査今

年
、
栃
木

県
で
開
催
さ
れ

た
全
国
高
校
総

体
を
、
県
内
各

高
校
の
生
徒
二
名
ず
つ
百
十
名
が
視
察
に
行

き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、「
来
年
は
私
た

ち

が
主
役
」
と
の
意
識
を
強
め
、

「
一
人

一
役
」

を
合
い
言
葉
に
、
大
会
の
準
備
や
運
営
に
取

り
組
む
栃
木
県
高
校
生
の
様
子
を

つ
ぶ
さ
に

見
て
、
意
欲
的
に
写
真
を
撮

っ
た
り
、
聞
い

た
話
を
メ
モ
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
視
察
調

査
の
結
果
を
報
告
書
に
ま
と
め
、
報
告
会
を

聞
き
、
来
年
の
富
山
県
大
会
に
向
け
て
の
二

人一

役
」
運
動
の
準
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

r! 

平
成
六
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
は
、「
立
山
に
え
が
け
大

き
く

君
の
青
春
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
、
富
山
県
の
ニ
十
八
市
町

村
の
会
場
で

二
十
八
の
競
技
が
開
催
さ
れ
、
選
手
団
を
含
め
関
係
者
約
六

万
人
が
参
加
し
ま
す
。
こ
れ
を
迎
え
る
県
内
の
約
四
万
六
千
人
の
高
校
生

は
、
高
等
学
校
推
進
委
員
会
を
組
織
し
、
二

人

一
役
」
を
合
い
言
葉
に、

競
技
選
手
だ
け
で
な
く
す
べ
て
の
高
校
生
が
総
合
開
会
式
の
公
開
演
技
、

大
会
の
補
助
、
花
づ
く
り、

お
土
産
づ
く
り
と
何
ら
か
の
形
で
、
大
会
の

準
備
や
運
営
に
参
加
し
て

い
き
ま
す
。

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
高
校
生
の
二
人
一

介
し
ま
す
。

役
」
運
動
の
取
り
組
み
を
紹

花づくり
全
国
か
ら
集
う
選
手
、
監
督、

役
員
を
温
か
く
迎
え
る
た
め
、

総
合
開
会
式
場
、
競
技
会
場
、
練
習
会
場
及
び
そ
の
周
辺
を
草

花
で
飾
り
、
「
花
と
緑

の
日
本
一

」
を
目
標
に
、
明
る
く
さ
わ
や

か
な
雰
囲
気
に
あ
ふ

れ
た
大
会
を
め
ざ
し
ま
す
。
県
内
各
農
業

高
校
等
で
は
、
総
合
開
会
式
場
の
装
飾
草
花
の
試
作
が
進
め
ら

れ
、
七
月
二
十

八
日
に
は
、
中
央
農
業
高
校
で
、
総
合
開
会
式

で
装
飾
さ
れ
る
大
会
シ
ン
ボ
ル
マ
l
ク
の
試
作
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

18 

今
後
、
大
会
の
成
功
に
向
け
て
の
県
下
全
高
校
生

に
よ
る
二
人
一
役
」
運
動
の
取
り
組
み
と
し
て
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
、
学
校
で
の
広
報
幕
の
掲
出

な
ど
の
広
報
活
動
、
競
技
運
営
や
会
場
運
営
な
ど
を

幅
広
く
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
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-第 1例夕食

ぜi

賀3
. '-/""1プ

cf.._少

: (ご飯、煮込みそば、豚肉のパインロールと魚のフライ、

: ばい貝の煮もの、ホタルイカのみそかけ、つけ もの、果物)

郷土食豊か

献立発表会
全国高校総体 の期間中、選手や監督、

大会関係者等に提供 される標準献立の発

表会が 9月13日、富山市の高志会館で聞

かれま した。

最良の コンディションで本大会に臨ん

でもらえる ように、昨年 5月から県実行

委員会の献立小委員会が試作 ・検討を進

めていたもので、発表された献立は、朝、

昼、夕食の 3食がそれぞれ 4パターンの

全部で12種類。どれも衛生面や栄養面に

十分配慮、されています。この日は、宝賀

副知事をはじめ、大会関係者、高校生等

約 130人が出席し、郷土色豊かな標準献立

を会食。味や量 などについて、感想、を述

べあいました。

県実行委員会では、今後、すべての宿

泊施設や調理施設において同一基準に よ

る食事を提供できるように標準献立の手

引きを作成・配布するとともに、 標準献

立普及指導員を養成して普及講習会を図

っていく予定です。



3土地基本咽査「 官量 出吾さ/..p、aJQJ昼孟c.. I 

Lご協力ください B
10月から11月にかけて、全国の約70万の法

人と約60万の世帯を対象に「土地基本調査」

ガ行われます。この調査は、わが国の法人と

世帯の土地の所育状況やその利用状況などの

実態を調査するもので、その結果は、宅地開

発計画や土地利用計画などを的確に実施する

だめの基礎資料となります。

法人の皆様には、 10月 T目前後に着くよう

に調査票を郵送し、 10月末までに返送してい

ただきます。世帯の皆様には、 10月下旬に調

査員ガ調査票の記入のお願いに伺い、 11月の

はじめごろ、調査員がもう一度調査票を集め

に伺いますので、ご協力をお願いします。

なお、記入していだだいだ調査票を統計作

成以外の目的lこ使用することは一切ありませ

Yuo 

問合せ先

・同..... -面~三曹

県民生活課宮(代)0764-31-4111 (内線3116)
宮(直)0764-44-4557 

.~書記置き三曹

統計課 ft(代)0764-31-4111 (内線3386)
宮(直)0764-44-3193 

平
成

6
年
度
固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
と
税
負
担

。
固
定
資
産
税
と
は
、

土
地
、
家
屋
等
に
つ
き
、
毎
年
ー
月
l
日
現
在
の
所
有
者
が
、
そ
の
資
産
が
あ
る
市

町
村
に
、
資
産
価
値
に
応
じ
て
納
め
る
税
で
す
。
市
町
村
税
収
入
の
約
4
割
を
占
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
の
重
要
な
財
源
と
な
り
ま
す
。

。
主
地
の
評
価
替
え
巳
つ
い
て

適
正
な
地
価
の
形
成
を
図
る
た
め
、「
土
地
基
本
法
」等
に
基
づ
き
、
三
年
ご
と
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
6
年
度
の
評
価
替
え
で
は
、
地
価
公
示
価
格
の
7
割
程
度
を
目

標
に
、
全
国
一
律
に
評
価
の
均
衡
化
・
適
正
化
を
推
進
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す

0

.
。
固
定
資
産
税
の
税
負
担
に
つ
い
て

今
回
の
評
価
替
え
は
増
税
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
納
税
者
の
税
負
担

'
を
極
力
抑
制
す
る
た
め
、
適
切
な
調
整
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
も
よ
り
の
市
町
村
役
場
、
ま
だ
は
県
庁
地
方
課
税
政
係
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
宮
0
7
6
4
1羽
14
1
1
1
(内
線
3
3
4
6
)

同
月
は
里
親
月
闘
で
す

こ
の
期
間
中、

里
親
を
求
め
る
運
動
が
全
国
的
に
展

開
さ
れ
ま
す。

里
親
制
度
は
、
家
庭
に
恵
ま
れ
な
い
児
童
に
暖
か
い

家
庭
環
境
を
提
供
し
、
児
童
を
心
身
と
も
に
健
や
か
に

育
て
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

里
親
に
な
る
こ
と
を
希
望
さ
れ
る
方
、
関
心
の
あ
る

方
は
、

富
山
児
童
相
談
所
宮

0
7
6
4
-
m
・
4
0
0
0

高
岡
児
童
相
談
所
包

0
7
6
6
・
目
・

2
1
2
4

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

且
胆
悶

F
E

第

9
次
漁
業
セ
ン
サ
ス

実
施
の
お
知
ら
せ

漁
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
の
水
産
行
政
に
役
立
て
る

た
め
、
今
年
日
月

1
日
に
、
漁
業
セ
ン
サ
ス
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

調
査
員
が
、
全
国
の
漁
業
者
と
漁
業
関
連
の
仕
事
に
従
事
し
て

い
る
皆
様
の
も
と
へ
お
伺
い
し
、
聞
き
取
り
調
査
(
一
部
自
計
申

告
)
を
い
た
し
ま
す
の
で
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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問
合
せ

県
統
計
課
(
宮
0
7
6
4
・
引
・

4
1
1
1

ま
た
は
、
市
町
村
統
計
主
管
課

y特定サービ:延長実態調査のt
h 実施について a 

(
内
線

3
3
8
7
)

1 .調査目的

サー ビス産業の実態 を明らかにし、サービス

産業に関す る施策の基礎資料を得ることを 目的

として、調査員が、各事業所にお伺いします。

2.調査期日

平成 5年 11月|日

3.調査対象

物品賃貸業、情報サービス業、広告業、クレ

ジット カード業、 エンジニアリング業、テニス

場、機械設計業、遊園地・テーマパー ク、ゴル

フ練習場、カルチャ ーセンタ一。

4.調査事項

事業所名、従業者数、 年間売上高等。

問合せ

県庁統計課商工係 ft(0764)44-3193(直)

ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
建
設
事
業
者
の
募
集
に
つ
い
て

富
山
の
気
候
風
土
に
合
っ
た
良
好
な
住
環
境
の
形
成
と
木
・

樹
に
よ
っ
て
育
ま
れ
る
潤
い
の
あ
る
生
活
環
境
の
実
現
在
め

ざ
し
、
地
域
の
モ
デ
ル
と
な
る
優
良
な
木
造
住
宅
団
地
「
ウ

ッ
ド
タ
ウ
ン
」
を
建
設
す
る
事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
」
に
指
定
さ
れ
ま
す
と
、

住
宅
の
建
設
や

分
譲
に
対
し
、
住
宅
金
融
公
庫
か
ら
割
増
融
資
が
受
け
ら
れ

る
ほ
か
、
富
山
県
の
「
住
み
よ
い
家
。つ
く
り
資
金
」
も
利
用
で

き
ま
す
。
住
宅
団
地
の
設
計
及
び
宣
伝
等
に
つ
い
て
は
県
が

支
援
い
た
し
ま
す
の
で
、
積
極
的
な
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

7
J
 

ま
す
。

応
募
資
格
は
市
町
村
、
市
町
村
の
公
社
及
び
県
内
に
事
業
所
在
有
す
る
事
業
者
で
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
県
土
木
部
建
築
住
宅
課
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

電
話

(0
7
6
4
)
引

1
4
1
1
1
内
線

4
2
1
4

直
通

(0
7
6
4
)
判

1
3
3
5
6

安
刷
、
安
全
、
ク
リ
ー
ン
な
突
通
機
関

電
車
・
パ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
グ

※
環
涜
巳
優
し
い
ク
リ
ー
ン
で
省
エ
ネ
型
の
受
通
手
段
と
し
て
、
今
、
電
車
・
パ
ス
ガ
見
直

さ
れ
て
い
ま
す
。

。
通
勤
で
は
::・

朝
夕
ラ
ッ
シ
ュ
の
中
で
の
マ
イ
カ
ー
通
勤

は
、
時
闘
が
か
か
り
イ
ラ
イ
ラ
し
て
受
通
事

故
の
原
因
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

電
車

・
パ
ス
を
利
用
す
れ
ば
、
ゆ
と
り
を

持
っ
て
出
勤
。
時
間
ど
お
り
、
さ
わ
や
か
な

気
持
ち
で
住
事
に
つ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

戸
フ
タ
l
5の
急
な
接
待
・
ノ
ミ
二
ユ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
も
困
り
ま
せ
ん
。

。
通
学
で
は
・

••
••. 

風
雨
、
降
雪
時
は
も
ち
ろ
ん
、
交
通
量
の

多
い
道
路
、
幅
員
の
狭
い
道
路
で
の
自
転
車

通
学
は
大
変
危
険
。

身
近
な
電
車
・
パ
ス
を
利
用
す
れ
ば
、
安

全
で
時
間
も
確
実
で
す
。

。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
及
び
レ
ジ
ャ
ー
で
は
・
••••• 

市
街
地
ヘ
マ
イ
カ
ー
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に

行
く
と
、
ラ
ッ
シ
ュ
や
駐
車
場
探
し
で

一苦
労
。

ま
た
、
同
じ
姿

勢
で
の
長
時
間
の

運
転
は
、
と
て
も

疲
れ
ま
す
。

公
共
突
通
機
関

を
利
用
し
て
ゆ
っ

た
り
と
出
か
け
て

み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
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国
際
化
時
代
に
生
き
る
青
少
年
の
育
成

第
9
回
「
留
学
生
と
語
る
つ
と
い」

参
加
者
募
集

県
内
高
校
生
と
留
学
生
が
宿
泊
体
験
を
通
し
て、

お
互
い
の

国
の
文
化
・
習
慣
・
伝
統
な
ど
に
つ
い
て
学
び
あ
い
ま
す
。

。
日

時

平
成

5
年
日
月
旧
日
出
・
午
後

4
時
か
ら
は
日
目

午
後

2
時
ま
で

富
山
県
二
上
青
少
年
の
家

一
O
O名
(
県
内
高
校
生

・
留
学
生
)

無
料
(
傷
害
保
険
料

2
0
0円
自
己
負
担
)

高
岡
市
二
上
鳥
越
叩
の

1

富
山
県
二
上
青
少
年
の
家

8

0
7
6
6
・
引

・
0
0
0
1

F
A
X
0
7
6
6
・
引

・
0
0
0
2

。
場

所

。
定

員

。
参
加
費

。
申
込
み

第
四
国
富
山
県
伝
統
的
工
芸
晶
展

富
山
県
内
の
伝
統
的
工
芸
品
を

一
堂
に
集
め
、
多
く
の

消
費
者
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
生
産
者
が
日
頃
研
鎖
を

重
ね
て
い

る
技
術

・
技
法
の
発
表
を
行
い
ま
す
。

(
第
日

回
特
産
王
国
と
や
ま
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
併
催
)

期
間

平
成
5
年
目
月
同
日
出
j

げ
日
同

午
前
9
時
初
分

1
午
後
5
時

場
所

富
山
産
業
展
示
館
(
テ
ク
ノ
ホ

i
ル
)

入
場

無
料

事
業
内
容

①

コ
ン
ク
ー
ル
コ
ー
ナ
ー②

新
作
・
試
作
コ
ー
ナ
ー

③
展
示
即
売
コ
ー
ナ
ー

④
実
演
コ
ー
ナ
ー

⑤
体
験
コ
ー
ナ
ー

⑥
企
画
コ
ー
ナ
ー

平
成

5
年
度

『ワ
弓
ワ
ト
活
動
A

の
つ
ど
い
ど

焼
杉
で
貯
金
箱
や
状
差
し、

七
宝
焼
の
ブ
ロ
ー
チ

・
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
な
ど
を
楽
し
く
製
作
し
ま
す
。

-
開
催
期
日
日
月
は
日
出

i
凶
日
目

(
1泊
2
日
)

-
対

象

小

学

校

5
年
生
以
上
(
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
)

・
申
込
み
往
復
葉
書
に
住
所
・
氏
名
・
年
令
(
学
年
)
・
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、
日
月

5
目
白
ま
で
、

干

9
3
9
1
1
4砺
波
市
徳
万
字
赤
坂
げ
の

5

富
山
県
砺
波
青
少
年
の
家
へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

費
用
は
保
険
料
・
材
料
費
と
し
て

1
、

5
0
0
円
程
度
必
要

で
す
。

ジャ/¥ンワイルドライフフェス ティ パル'93
「こども地球学校J(-22臼)

学校給食調理コンク ール

第27田富山察医薬品部置業者大会

第15回少年の主張富山県大会

富山県戦没者追悼式

第27回富山県医薬品配置業者大会

8月11日

8.ij 15日

8月18日

8月19日

8月27日

宮山県立近代羨術館

「移動美術館'93・美との出会いJ
.内容

県民の皆様に、美術に親しんでいただく機会を

提供しようと、毎年秋季に県内の文化施設を会場

とした移動美術館を開催しています。

今回は、 「富山を措く百人百景」や「版画によ

る20世紀美術」 とい ったテーマの中 で親 しみやす

し、作品を とり あげま す。

.会場および会期

滑川市文化センタ 一

大山町民会館

小杉町文化 ホール

・観覧料無料。

詳 しくは、富山県立近代美術館(0764)21一 7111ま

でお問 い合わせ下さい。

10/31(日)ー 11/7(日)

II/IO(樹-11/16(火)

11/19f剣一 11/23(火)

「日本現代彫刻の系譜騰J開催
r20世紀美術の流れ」のテー マのも どに様為な

ジャンルの作品を収集してきた中から第二次世界

大戦後の日本の彫刻に焦点を当て、約50点の展示

によって、その奇跡をたどります。第二次世界大

戦後の急激な変化を感じさせる作品から、近年の

作品まで、多様なる彫刻の世界をお楽 しみ下さい。

・ 日時/10月30日(士)-12月 12日(臼)

.観 覧 料/ 一般200(160)円、高 ・大学生 160(100)円、

小 ・中学生 100(60)円。( )内は20人以上の団体料金

・開館時間/ 午前9時30分 か ら午後5時まで(発券

は午後4時30介まで)

.閉館臼 /月曜 日、祝日の翌 日

県立病院等の主曜休診について
「県立中央病院ム 「高志リハビリテーション病院ム

「社会保険高岡病院Jの3病院は、 この10月からすべて

の土曜日の外来診療を休ませていだだきますので、県

民の皆様のご理解とご協力をお願いいだします。

なお、土曜日においても、救急医療や人工透析 (県

立中央病院のみ〉は、従来どおり行います。

T?首街頭献血日程

平
成

5
年
度
秋
募
集

青
年
海
外
協
力
隊

青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局
で
は
、
開
発
途
上
国
の
人

々
の
新
し
い
国
づ
く
り
に
協
力
す
る
青
年
海
外
協
力
隊

員
を
募
集
し
ま
す
。

資
格
叩
歳
か
ら
羽
歳
ま
で

募
集
期
間
旧
月
日
日
か
ら
け
月
末
日
ま
で

募
集
職
種

約
一
六

O
種

募
集
説
明
会
日
時

-m月
四
日
制
午
後
B
時
加
分
か
ら
富
山
市
民
プ
ラ
ザ
3
階

「

A
V
ス
タ
ジ
オ
」

-m月
間
日
目
午
後
1
時
加
分
か
ら

階
第

3
会
議
室

-
H
月
日
日
目
午
後
1
時
加
分
か
ら

7
0
2号
室

口
同
岡
文
化
ホ
ー
ル
3
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日曜 場 所 時 問

6 土 砺波市農協前 1 0 : 00 -15 : 30 

小杉町太閤山ショッヒ'ンク・センター「パスコ」前 1 0 : 00 -15 : 30 

7 日 福野町文化創造センター前 1 0 : 00 -1 5 : 30 

細入村役場前 10:00-15:0。
8 月 大山町役場前 12 : 30 -15 : 30 

11 木 婦中町役場前 1 2 : 30 -15 : 30 

13 土 JR富山駅前 10: 00-16: 00 

14 日 富山市中央通り 10 : 00 -1 6 : 00 

20 土 富山西武デパー卜前 10: 00-16: 00 

21 日 富山西武デ‘パー卜前 10 : 00 -16 : 00 

22 月 魚津市役所前 12 : 30 -15 : 30 

24 水 滑川市役所前 1 2 : 30 -15 : 30 

27 土 魚J宰市「サンフ。ラザ」ショ ッヒ。ンクーセンター前 10: 00-15: 30 

28 日 黒部市「メール」ショ ッピングセンター前 1 0 : 00 -1 5 : 30 富
山
県
民
会
館
ア
階

-
H月
四
日
働
午
後

6
時
叩
分
か
ら

高
岡
文
化
ホ
ー
ル

3
階
第

2
会
議
室

アジユ伊
問
い
合
せ
先

ロ貝隊
富
山
県
旅
券
セ
ン
タ
ー

zw 
抗

告

0
7
6
4・特・
4
5
B
1

導u-日の
目

Vボレ

立山修験道登山イベント(-28日)

エキスポとやま博 1周年iJET記念フェスタ」

第11回北方領土返還要求富山県大会

8月28日

防災気象講演会

眼視盟腫密鞠鍾覆轍繋撃現繋懇懇務理場際"え 海開戸田園唖盟国圃圃圃園

平成 5年 度 防災気象 講演会

災 醇甥事盟事際願期覇軍賜鴫標額守?でー.田 地

望書 f.' ! ! i f ‘醤 震

! と ~ t 1 '，.罰:浮
;霊長を ぬ け人霊3波

刊 ILj~~ 臨 ii jillis 
醸九i圃園園田園圃 はみ:i.Jl:災

8月31日

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞・テ

レビの街頭献血案内等でご確認下さい。

。富山県赤十字血液センタ ーでは、毎土曜日の午後も開所し

(祝祭日除く)、献血を受け付けていま す。

富山県赤十字血液センター富山市飯野26-1TEL(0764)51-5555 
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自然の薬草と薬膳を味わうつどい

第48回国民体育大会夏季大会結団壮行式

障害者雇用促進大会

第2自暴力追放富山県民大会

ヘルスア ッフセミナー

9月2日

9月6日

9月7日

9月9日



+
℃
ノ
¥
い

υ

P 表表
1 2 幸氏

滝

川

邦

彦

(日
本
写
真
家
協
会
会
員
)

エ
ッ
セ
イ
/
山
地
啓
司

ひ
と
/
富
山
商
業
軟
式
野
球
部

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

①
ジ
ャ
パ
ン

ワ
イ
ル
ド

ラ
イ
フ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
幻

②
J
E
T
記
念
フ
ェ
ス
タ

特
集
/
富
山
県
総
合
運
動
公
園
一
部
開

園ト
ピ
ッ
ク
ス
/
植
物
公
園
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

今
年
の
地
価
調
査

P

I

N

U

P

T

O

Y

A

M

A

 

撮
影
/
池

端

滋

p
日

一
と
や
ま
遊
学
感
/
宮
島
峡
県
定
公
園

p
m
一
ふ
る
さ
と

み
で
あ
る
記
/
婦
中
町

p
m
一
高
校
総
体
を
成
功
さ
せ
よ
う
③

p
m
一
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

砺
波
市
で
兄
弟
そ
ろ
っ
て
農
業
に
従
事
す
る

石
崎
篤
治
さ
ん
仰
と
善
朗
さ
ん
例
。
四
十
ヘ
ク

タ
ー
ル
余
り
の
農
地
を
借
受
け
、
農
事
組
合
法

人
「
と
な
み
農
研
」
を
切
り
盛
り
す
る
農
業
青

年
で
す
。
こ
こ
で
は
農
業
者
レ
ベ
ル
の
国
際
交

流
の
た
め
、
海
外
か
ら
農
業
研
修
生
を
受
け
入

れ
、
と
も
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
表
紙
撮
影

の
日
は
、
ち
ょ
う
ど
稲
刈
り
の
真
つ
最
中
。
青

い
空
と
黄
金
色
の
稲
穂
に
三
人
の
笑
顔
が
よ
く

マ
ッ
チ
し
て
い
ま
し
た
。

P 
2 

P 
4 

p p p 

12 10 8 

み
な
さ
ん
の

也
哉
容
回

&事主主調同園町4・F..
富山県受通事m相談所要別館11瞳
宮 (0764)31-4111内4400

-・lin!~iI・E・f~ヨ・・

.~J"~哩E・E・l~~.

覚

談

ウ

・
相

村
〔U

法
な
化
、
|

酉
ん

い
1

質

ど

0
1)

悪

、
す
ニ
己

.
ど
ま
ヨ
4

題
な
じ

ω

問
剤

応

市

庭

い
も

ω

家

せ

に

宮

高齢者や家族の心配ご‘と、
悩みごとに富山県高齢者

総合相談センター

富山市舟橋南町5-14
社会福祉会館内

合 (0764)41-41 1 0 
物価に関する苦情や相談があればお気軽にお電話ください。

宮 (0120)16-7400(県庁県民生活課内)

-gt幸吉弘司岨同町4・
消費生活センター

富山市安住町7-18
安住町第一生命ピル内

(一般相談は)

宮 (0764)32-9233 
(金融相談は)

宮 (0764)33-3252
消費生活センター高岡支所

高岡市本丸町7-1
本丸会館内

宮 (0766)25-2777

-・・・・・且宅.，;!.恒園面E量...F.__  _ 

高岡地方県民相談室

-・・・・・E初.m.四E・園IJ四・・・・・・

富山市新総由輪ト7(県庁内)

包 (0764)3卜4111舵)

31-3131 (県民相談電話)

高岡市赤祖父21l(総合庁舎内)

宮 (0766.)21-9411杭)

魚津市新宿10-7(総合庁舎内)

包 (0765)24-5311舵)

砺波市幸町卜7(総合庁舎内)

fi(0763)33-5151舵)

県わらのホヴトニ三一λ見て、聞いて、ご意見をお寄せください。

ハ
レ
の
さ
か
な
福
永
魚

室z炎キ目民県

魚津地方県民相談室

砺波地方県民相談室

か
ふ
く
ら
は

50.グ
は
り
ま
ち
。

さ
カ
な

お
祭
り
や
正
月
な
ど
の

ハ
レ
の
日
の
肴
の
代

表
は
古
来
、
北
は
サ
ケ
で
南
は
ブ
リ
で
あ
る
。

特
に
北
陸
や
関
西
で
は
、

ブ
リ
を
旨
く
て
・

日
も
ち
す
る
・

縁
起
の
よ
い
魚
と
し
て
、
珍
重

し
賞
味
す
る
。

ブ
リ
は
成
長
が
早
く
、
身
肉
の
指
肪
の
酸
化

は
遅
い
。
だ
か
ら
「
出
世
魚
」
と
呼
ば
れ
、
「
養

殖
魚
」
の
代
表
で
あ
る
。
大
き
さ
と
と
も
に
、

呼
び
名
(
出
世
名
)
も
変
わ
り
、
北
陸
で
は

モ
ジ
ャ
コ
(
稚
魚
)
|
ツ
バ
イ
ソ

・
コ
ヅ
ク

ラ

(
生
後
数

ヶ
月
)

|
フ
ク
ラ
ギ

(生
後
一

年
)
|
ガ
ン
ド
(
二
年
も
の
)
|
二
マ
イ
ヅ

ル

(
三
年
も
の
)
|
ブ
リ
(
四
年
も
の
)
|

オ
オ
ブ
ル

(
五
・
六
年
も
の
)

関
東
で
は
ワ
カ
ナ
・
ワ
カ
シ
・
イ
ナ
ダ
・
ワ
ラ

サ
・
ブ
リ
、
ま
た
関
西
で
は
ワ
力
ナ
・
ハ
マ

チ

メ
ジ
ロ
・
コ
ブ
リ
・
オ

オ
ブ
リ
な
ど
と
い
う
。

な
ま
り

全
国
的
に
は
約
三
十
、
説
を
い
れ
る
と
九
十
余

も
の
別
名
が
あ
る
。

同
じ
生
後
数
か
月
の
頃
を
表
す
ツ
パ
イ
ソ
と

コ
ヅ
ク
う
と
い
う
呼
び
名
に
し
て
も
、
県
東
部

で
は
主
に
ツ
バ
イ
ソ
と
い

い
、
県
西
部
で
は
コ

ッ
ク
ラ
と
い
う
人
が
多
い
。
漁
師
は
ツ
パ
イ
ソ

(十
l
十
五

m
)
を
経
て
、
コ
ヅ
ク
ラ
(
二
十

i

二
十
五

m
)

に
な
る
ん
だ
、
と
い
う
。

ま
た
、
養
殖
も
の
に
つ
い

て
は
、
一
般
に
フ

ク
ラ
ギ
級
を
ハ
マ
チ
と
呼
ぶ
が
、
養
殖
で
な
く

て
も
昔
は
、
県
内

(水
橋
な
ど
)
で
は
ガ
ン
ド

E沼面岡目比E1
・北日本、富山、読売、北陸中目、

朝日、毎日

毎月第E、最終土曜日

「県からのお知らせ」

問問日悶叩

・FMとやま
r，3、れあいホットライン」

県内各地からホットな話題をク

リアなサウンドでおとどけしま

す。

毎週月~金曜日

級
を
ハ
マ
チ
と
い
っ
て
い
た
古
文
書
が
あ
る
。

。
所
か
わ
れ
ば
品
か
わ
る
。
で
、
大
変
や
や
こ
し
い
。

ブ
リ
は
、
食
餌
を
求
め
る
場
合
に
は
、
北

へ、

産
卵
の
場
合
に
は
南
へ
い
く
魚
だ
が
、
幼
魚
は

ど
ち
ら
の
際
に
も
湾
内
に
入
り
、
成
魚
は
南
下

時
だ
け
湾
内
に
来
て
北
上
の
時
は
能
登
か
ら
佐

渡
へ
直
行
す
る
。

ブ
リ
本
番
の
以
前
に
獲
れ
る
フ
ク
ラ
ギ
は
、

「
福
来
魚
」
と
書
く
。
こ
れ
は
た

ぶ
ん
当
て
字

ニ
む
ら

で
、
ふ
く
ら
は
ぎ
(
腔
)
が
源
で
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。

は

り

ま

ち

は

ま

ち

古
名
に
は
、
「
波
里
万
知
」
や
、
「
張
円
身
」
の

名
も
あ
る
が
、
フ
ク
ラ
ギ
を
見
て
い
る
と
、
こ

が
っ
て
ん

の
呼
称
も
な
る
ほ
ど
と
合
点
が
い
く
。
美
し

い

体
形
は
玉
虫
色
で
腹
は
張
っ
て
銀
白
に
光
る
。

口
を
目
一
杯
に
拡
げ
て
、
小
魚
を
く
わ
え
て

い
る
も
の
が
意
外
と
多
く
目
に
つ
く
。

小
ア
ジ
・
イ
ワ
シ
を
は
じ
め
、
小
サ
パ
な
ど

を
食
べ
る
。

約
三
十

m
の
フ
ク
ラ
ギ
で
、
七

m
位
の
小
ア

ジ
四
尾
と
十

m
余
の
マ
イ
ワ
シ
ニ
尾
を
腹
中
に

ど
ん
し
ょ
く

お
さ
め
、
更
に
小
ア

ジ
を
口
に
く
わ
え
た
貧
食

家
も
い
る
。

成
魚
ブ
り
に
な
る
と
、
こ

の
ほ
か
に
イ
力
類

を
好
ん
で
食
べ
て
い
る
。

越
中
鯛
は
幼
に
し
て
グ
ル

メ
な
魚
な
の

で
あ

る
。

AM8:5o-8:55 

ヰ
・チューリップテレビ 毎週土曜日AM8:30-8: 45 

「志の輔のふるさとトーク」

・富山テレビ 毎週日曜日 AM8:00-9:30 
r112万人のひろばークイズ/フォー力ス・イン」

・北日本放送毎週日曜日AM11 : 00-11 : 30 
「こんにちは富山県で、す」

10/3 ゴミの減量化と再生利用
10/10 楽しい富山の秋
10/17 充実するスポーツ施設
10/24豊かな暮らしを求めて
10/31 私たちのふるさとつ、く り⑤

己
主
よ
競
技
場
の
取
材
で
は
、
日

眠
品
目
本
、初

の
九
コ

ー
ス
ト
ラ
ッ
ク

を
ぜ
ひ
写
真
に
収
め
よ
う
と
思
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
整
備
中
の
た
め

な

か
な
か
コ
ー
ス
に
白
線
が
入
ら
ず
、
結
局
撮
れ

な
い
ま
ま
こ
の
編
集
後
記
を
書
い
で
い
ま
す
。

九
月
も
減
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
。
「
広
報
誌
日

文
章
だ

け
で
な
く
、
そ
れ
に
見
合
う
写
真
が
あ

っ
て
こ
そ
初
め
て
生
き
る
ん
だ
」
と
気
合
を
入

れ
直
し
て
、
も
う
一
度
手
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。
間

に
合
っ
た
か
ど
う
か
は
、
本
文
五

ρ
で。

(
K
)

『
て
由
城
跡
は
家
か
ら
結
構
近

い
と
こ
ろ
に

『
コ
あ
る
。
昔
は
小
高
く
盛
り
上
が
っ
た
茶

畑
で
、
ぞ
れ
が
突
然
園
の
史
跡
に
な
っ
た
の
を

不
思
議
に
忠
っ
て

い
た
の
だ
が
、
今
回
取
材
し

て
歴
史
よ
重
宰
な
城
跡
だ
と
知
っ
て
驚
い
た
。

住
ん
で
い
る
地
域
の
こ
と
日
知

っ
て
い
る
よ
う

「
あ
ま
り
知
ら
な
い
も
の
だ
。
た
ま
に
は
、
郷

土
の
歴
史
を
じ
っ
く
り
と
営
ぶ
こ
と
も
必
宰
な

こ
と
で
あ

る。

(
A
)

h
X老
の

日
、
電
話
で
祖
母
の
元
気
な
声
を

坦
酒
田
聞
い
た
。
今
年
十
月
で
八
十
七
歳
を
迎

え
る
こ
の
祖
母
目
、
い
く
ら
か
目
は
悪
い
も
の

の
、
今
で
も
汽
車
や
パ
ス
を
使
っ

て
目
、
一
人

で
買
い
物
な
ど
に
歩
き
廻
る
。

あ
る
日
、
親
臓
を
訪
ね
て
い
っ
た
由
舎
で
迷

っ
て
し
ま
い

、
困
っ
た
あ
げ
く
道
路
の
脇
に
立

っ
て
い
た
警
官
に
道
を
訪
ね
た
の
だ
が
、
こ
の

警
官
が
何
度
聞

い
て
も
答
え
て
く
れ
な
い
。
少

々
腹
を
た
て
た
祖
母
が
腕
を
引
っ
張
っ
て
み
た

ら
、
ぞ
れ
日
警
官
の
容
を
し
た
看
板
で
あ
っ
た

と
い
う
。

世
界
一
の
長
寿
国
日
本
、
因
っ
て
い
る
老
人

が
い
た
ら
み
ん
な
で
手
を
貸
し
て
あ
げ
よ
う
。

(O)
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津田武美絵・文
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